
　血液検査などの基本的健診である「特定健診」は、
糖尿病などの生活習慣病に着目した健診です。本市
の場合は、糖尿病の診断の指標となる空腹時血糖（※

１）や H
ヘモグロビンエーワンシー

b A 1 c（※２）をどちらも実施しており、更
に血清クレアチニン検査から腎臓の機能を調べてい
ます。今回は糖尿病に関する本市の状況を見てみま
しょう。
　次の表は、平成 28 年度特定健診受診者の HbA1c
の値で、異常があった人の割合です。本市では男女

共に約７割の人
が HbA1c の値に
異常があり、県
や国と比較して
も多いことが分
かります。

　また、本市国民健康保険に加入している人の、糖
尿病にかかる１人当たりの医療費は、山形県 17,371 
円に対し、本市は 22,983 円と、県平均と比較し
て 5,612 円高いことが分かりました（KDB システム
H28 年度累計）。糖尿病は自覚症状がないまま進行
してしまいます。重症化してから受診するのではな
く、健診を受けて早期発見し、医師の指示を守って
適正受診することで、急な入院治療や緊急的な処置
を減らすことができます。治療中の人も含め、年に
１度は特定健診を受け、ご自身の身体の状態を調べ
てみましょう。

※１…空腹時の血液中のブドウ糖濃度のこと。
※２…�赤血球の中にある酸素を運ぶヘモグロビンに

血液中の糖が結合したもので、過去 1 ～ 2 か
月間の平均血糖値を表す。出典：

KDB システム厚生労
働省様式（6-2 ～ 7）
より H28 年度累計
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表（HbA1c 値に異常があった人の割合）

表２（糖尿病にかかる１人当たり医療費）
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　関節リウマチは免疫の働きに異常が起きて発症す
る病気です。免疫は本来、細菌やウイルスなどを排
除する働きを担っていますが、誤って自分の細胞や
組織を攻撃することで炎症が生じます。画家のルノ
ワールも 50 歳頃から関節リウマチに苦しみました
が、発症後も美しい作品を残しています。80 年代
までの治療は、病気の進行を遅らせ、症状を和らげ
るだけのものでしたが、90 年代に複数の免疫抑制
剤が開発されてから進歩しました。
　関節リウマチは 30 ～ 40 代の女性に多く発症し、
市立病院では患者の 77.2％が女性です。主に手の指
や関節の痛みと腫

は

れから発症することが多く、朝起
きてしばらく関節が思うように動かない「朝のこわ
ばり」が伴います。早期（発症から 6 か月以内）に
受診、治療すれば薬で痛みや腫れを取ることができ
ます。第一選択薬（最初に投与される治療薬）であ
る抗リウマチ薬は、免疫の異常に作用して病気の進

行を抑える働きがあります。症状が十分改善されな
い場合は生物学的製剤が用いられ、炎症を引き起こ
すたんぱく質の働きを妨げて関節破壊の進行を抑え
ます。市立病院では抗リウマチ薬のメトトレキサー
トを用いた症例が 110 例と最も多く、インフリキシ
マブなどの生物学的製剤は 61 例です。治療の状況
は「とても良い」が 72.8％、「良い」が 5.7％です。
　治療は、目標をはっきり決めて達成していくこと
が重要です。目標とは、まず炎症を抑えて関節の痛
みや腫れを取ること、次に骨や関節の破壊の進行を
抑えること、最終的には不自由無く普通の生活が送
れるようにすることです。今の治療で十分か定期的
にチェックし見直しながら、目標達成を目指します。
関節リウマチ医療は大きく進歩しており、早期受診
で日常生活への影響を少なくできますので、気にな
る症状がある人は整形外科にご相談ください。

教えて！

市立病院

■問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450

■問合せ／健康課健康企画担当☎ 24-8181
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